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第６学年 算数科学習指導案 

 

１ 単元名「分数のかけ算とわり算（２）」 

 
２ 単元目標 

  除数が分数である場合の除法計算の意味とその計算の仕方について理解し，それを用いる能力を

高める。 
 〇 分数÷分数の計算の仕方を，分数の性質や既習の計算と関連づけて考えようとする。 
 〇 分数の性質や既習の計算をもとにして，分数÷分数の計算の仕方を考える。 
 〇 分数÷分数の計算ができる。 
 〇 分数÷分数の計算の意味やその計算の仕方を理解する。 
 
３ 指導観 

 〇 本単元は，除数が分数であることの意味を理解し，分数の性質や既習の計算方法と関連づけて

計算の仕方を考え，それを用いることを主なねらいとしている。 
つまり，①除数が整数や小数の場合の考え方を基にして，分数÷分数の意味や計算の仕方を理

解すること，②時間の分数表示について理解すること，③分数の乗除法に関して分数倍の見方が

できるようになると共に分数倍を用いて問題解決できるようになること，である。 
   このことは，分数の除法の計算の仕方を既習から類推的に考え，整数や小数の除法の考え方や

分数の性質，わり算のきまりを基にして計算の意味を拡張していくことに価値がある。また，計

算の仕方を考える場合に図を用いたり，計算のきまりを用いたりして，筋道を立てて考えるなど

数学的な考え方を育成する上でも価値ある単元である。 
 
 〇 児童の実態を把握するため，レディネステストを行った。結果は以下の通りである。 
                     ６月第３週実施，男子１０名，女子１３名 計２３名 
№ 前提内容 問題と正答 正答率と誤答例 
１ 単位分数の考え方が 

分かっているか 
□にあてはまる数を書きましょう。 
（１）3

5は，1
5の□こぶんです。     （正答 3） 

（２）7
4は，1

4の□倍の大きさです。   （正答 7） 
（３）5

8は，□の 5 こぶんです。    （正答 1
8 ） 

（４）１ ℓは□ℓの３こぶんのかさです。（正答 1
3 ） 

 
（１） 100％ 

（２） 100％ 

（３）  83％ ８ 

（４）  78％ 無回答 
２ 分数の分子と分母の 

関係が分かっている 
か 

□にあてはまる数を書きましょう。 
（１）1

4 = ∎
8 = 3

∎ = ∎
16     （正答２，１２，４） 

（２）6 = ∎
1 = 18

∎         （正答６，３） 
（３）4 ÷ 9 = ∎

9      （正答４）  
（４）2

7 = ∎ ÷ 7      （正答 ２） 

 

（１）  83％ 無回答 

（２）  83％ 12，3 

（３） 100％ 

（４） 100％ 

３ 
 
 

分数の約分が分かっ 
ているか 

次の数を約分しましょう。 
（１）

16
14               （正答 7

8 
） 

（２）
49
35             （正答 5

7 ） 

 

（１）  91％ ２ 

（２）  96％ ７ 
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４ 異分母分数の加法， 
減法の計算ができる 
か 

計算をしましょう。 
（１）1

2 + 2
5           （正答 9

10 ） 
（２）2

3 + 5
6            （正答 3

2 ） 
（３）7

6 −
3
8            （正答 19

24 ） 
（４）13

10 −
4
5           （正答 1

2 ） 

 
（１） 100％ 
（２）  70％ 17

18 
（３）  74％ 17

24 
（４）  78％ 5

10 
５ （未習内容）分数の 

乗法，除法計算がで 
きるか 

計算をしましょう。 
（１）2

7 × 3              （正答 6
7 ） 

（２）7
8 × 3

4              （正答 21
32 ） 

（３）3
4 ÷ 2              （正答 3

8 ） 

 
（１） 43％ 無回答，6

21 
（２） 13％ 無回答，21

4  
（３） 13％ 無回答，1.5

2  

結果から，次のような実態が考えられる。１，２，３より，分数が「〇つに分けた△つ分」で

あるという単位分数を基にした見方や同値分数を基にした約分は，ほとんどの児童が身につけて

いる。しかし，４の異分母分数の計算では，通分しようとしているが分子はそのままで計算した

り，約分を忘れたりしている児童がいる。５では８割の児童が無回答で，図を使って解くなど既

習をいかして問題を解決しようとする姿が見られなかった。 
 
 〇 本単元の指導にあたっては，レディネステストの結果も踏まえ，既習の「分数×整数」「分数÷

整数」「分数×分数」での計算のきまりを用いて，「÷分数」の意味と計算の仕方を児童が理解で

きるようにしていく。また，その過程において，数直線図や面積図と関連付けることで，児童の

意味理解を深めるとともに，単位分数の見方や確実に通分できるなどの既習の強化を図る。 
第一次の導入においては，「÷分数」をわり算のきまりを用いたり，単位分数に着目したりする

ことで，児童が既習の整数の除法に帰着して考えられるようにする。このように，除数を整数化

する方法を考えることを通して，計算の仕方を理解し，その計算ができるようにする。その後，

３口の分数の乗除混合の計算に拡張する。計算をする際は，児童が約分を忘れないように公約数

の部分にチョ－クの色を変えて板書する。 
第二次では，時間の分数表示を時計の図や線分図と対応させることで，分数で表された時間を

「分」で表したり，「分」で表された時間を分数を使って「時」で表したりすることを理解できる

ようにする。 
第三次では，分数倍について既習の整数倍や小数倍と関連付けながら児童が分数倍の意味を理

解できるようにする。 
 
４ 単元計画（全１２時間） 

時 目標 学習活動 おもな評価基準 

① 分数のわり算 （５時間） 

 

１ 

・ 

○分数でわることの

意味を理解する。 
・ 3

4 dℓのペンキで 2
5 ㎡の板を塗るとき，このペ

ンキ１dℓで塗れる面積を求める式を考える。 

関分数の除法の意味を数

直線図などを用いて考

えようとしている。 



96 
 

２
（
一
組
本
時
） 

 

 

○真分数÷真分数の

計算の仕方を理解

し，その計算ができ

る。 

 

 

・ 2
5 ÷ 3

4 の計算の仕方を考える。 

・真分数÷真分数の計算の仕方をまとめる。 
・追体験活動（ 3

8 ÷ 6
7 ）をし，計算の仕方をまと

める。 

考図や計算のきまりを用

いて既習の分数×整数，

分数÷整数の計算をも

とにして，真分数÷真分

数の計算の仕方を考え

ている。 

表真分数÷真分数の計算 
ができる。 

３ 

 

 

 

○計算の途中で約分

できるときは，約分

すると簡単なことを

理解する。 

○整数÷分数の計算

の仕方を理解し，そ

の計算ができる。 

・ 9
10 ÷ 3

4 の工夫した計算の仕方を考える。 

・ 5 ÷ 2
3 の計算の仕方を考える。 

表整数÷分数の計算がで

きる。 

知計算の途中で約分する

と簡単に処理できるこ

とを理解している。 

４ 

 

○３口の分数の乗除

混合計算の仕方を理

解し，その計算がで

きる。 

・ 3
4 ÷ 6

5 × 1
5 の計算の仕方を考える。 表３口の分数の乗除混合

計算ができる。 

５ 

 

○分数の乗除の立式

について理解を深め

る。 

・「 7
4 m の重さが 2

5 kg のホ－スがあります。」と

いう文章をもとにして立式する。 

表問題場面における数量

の関係を，数直線図を用

いて立式することがで

きる。 

② 時間と分数（２時間） 

１ 

 

 

○時間の分数表示に

ついて理解する。 

・ 3
4 時間は何分か考える。 

・40 分は何時間か考える。 

・「もの知りコ－ナ－」を読み，分数についての

おかしな話を知る。 

表時間を分数表示して，問

題解決に用いることが

できる。 

２ ○学習内容を確実に

身につける。 

・「力をつけよう」に取り組む。 

 

表学習内容を正しく用い

て，問題を解決すること

ができる。 

③ 分数の倍とかけ算・わり算（３時間） 

まとめ （２時間） 

１ 

 

○学習内容の理解を

確認する。 

・「たしかめよう」に取り組む。 

 

知基本的な学習内容につ

いて理解している。 

２ ○巻末ｐ９８～９９の「おもしろ問題にチャレンジ！」に取り組み，学習内容をもとにじっくり考

え追究する。 
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第６学年 組  本時（２／１２時 統合型）                  

 
５ 本時目標 

  真分数÷真分数の計算の仕方を理解し，その計算ができる。 
 
６ 本時授業仮説 

   「つくる，まとめる」段階において，以下の手だてを行えば，児童に，よさまで含めて数理を

まとめる力を育むことができるであろう。 
〇 多様な考えを練り上げる工夫 
  多様な解決方法の共通点がわかるように「 × 4

3 」の部分にラインを入れ板書をする。 
〇 追体験活動の工夫 
  「逆数にしてかける」ことのよさに気付くため，分母の大きな数値の（ 3

8 ÷ 6
7 ）を設定する。 

 

７ 本時指導の考え方 

本時は，既習の「分数×整数」「分数÷整数」「分数×分数」の計算の仕方を用いて，児童が「÷

分数」の計算の仕方を考え，それを数直線図や面積図と対応させることで「分数÷分数」の意味を

理解し，計算ができることをねらいとしている。 

前時 １／１２時  

つかむ・見通す段階では，既習である除数が整数の場合と関連づけることで，児童が「分数÷分

数」の意味を理解できるようにする。そのため，まず，問題文の除数を「２」で提示する。その後，

問題文から「 2
5 ÷ 2 」と立式する。次に，立式した式の数値に対応させ言葉の式「塗った面積÷使

った量（㎗）＝１㎗でぬれる面積」をつくる。そして，除数を整数から分数「 3
4 」に置きかえるこ

とで，児童が言葉の式や数直線図と関連付け「 2
5 ÷ 3

4 」を立式できるようにする。その後，既習と

未習の違いから「 2
5 ÷ 3

4 」の計算の仕方を考えるというめあてづくりを行う。 

見通しをもつ際には，児童が掲示物や学習プリントをもとに既習を振り返ることができるように

する。また，数直線図と関連づけることで，結果の見通しをもてるようにする。 

つくる段階では，自分の見通しにそって自力解決をする。その際，a ÷ b = a
b による変換と，分

母を消すため４をかけて４でわる方法は，計算途中で「÷（ ）」の括弧をはずす必要がある。これ

は未習のため，深入りしないようにする。また，早く自力解決ができた児童には，別の方法で取り

組むように指示する。 

本時  ２／１２時  

比較検討の交流活動では，代表児が解決方法を説明する。この際，問い返しを行いアンダ－ライ

ン等を残し，共通点が分かるようにし，児童がどの解決方法の中にも「× 4
3 」があることに気付く

ようにする。その後，答えの正しさを児童が視覚的に確かめられるように面積図と式を対応させる。 

まとめる段階では，「÷ 3
4 」を「× 4

3 」として計算していること（逆数にしてかけている）を適用

し，一般化を図るため追体験活動（ 3
8 ÷ 6

7 ）を行う。まず，追体験活動での問題を除数の逆数をか

ける形を適用し，全体で確認しながら答えを求める。そして，実際に除数の逆数をかける方法は本

当に合っているのか確かめるため，本問題での解決方法を用いて答えを求める。そして，除数の逆

数をかける方法について，「簡単」の視点で交流する。 

最後に，めあてに戻り追体験活動での結果を基にして児童の言葉を用いてまとめる。 
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８ 学習展開 

段階 学習活動と内容 〇活動を促す支援と□期待する子どもの姿 

つ
か
む
・
見
通
す 

 

１ 本時学習問題を知り，めあてをつかむ。 

（１）本時学習問題を知り，立式する。 
学習問題 

3
4 dℓのペンキで 2

5 ㎡の板をぬれました。 

このペンキ１㎗では，板を何㎡ぬれますか。 
① 除数が整数「２」の時の式を立式する。 
・ 2

5 ÷ 2 
② 数直線と対応させ言葉の式をつくる。 
・「塗った面積÷使った量＝１㎗でぬれる面積」 

 ③ 本問題となる式を立式する。 

・ 2
5 ÷ 3

4 

（２）本時のめあてをつかむ。 
 ① 個人のめあてをつくる。 
 ② 学級のめあてをつくる。 
 めあて 
分数÷分数の計算の仕方を考えよう。 

 

 
 
 
 
 
〇 立式できるように，3

4 dℓの代わりに２

dℓを提示する。 

〇 言葉の式がつくれるように，式の数値

が何を表しているのか問う。 

〇 立式できるように，２dℓの代わりに 3
4 

dℓを提示する。 
〇 めあてをつくれるように，既習との違

いを見つけるように指示する。 
 
 

２ 見通しをもつ。 

（１）解決方法の見通しをもつ 
 Ａ：単位分数の考え（数直線から） 
 Ｂ１：わり算のきまりを使って（×４） 

Ｂ２：わり算のきまりを使って（×２０） 
 Ｃ：４をかけて４でわる 
 Ｄ：a ÷ b = a

b  
（２）結果の見通しをもつ 

 ・「 2
5 より大きな数になるだろう。」 

□ 「÷分数」を整数に帰着する方法を考

えている。 
〇 既習の学習プリントや掲示物をヒント

にするように声かけをする。 
 
 
 
〇 結果の見通しがもてるように，数直線

図と関連付ける。 

つ
く
る 

 
３ 見通しを基に自力解決し，解決方法について

交流する。 

（１）自分で選んだ見通しをもとに自力解決する。 

（２）自分の解決方法を言葉にし筋道を立てて説

明する。 

（３）解決方法を比較し，共通点を見つける。 

・共通点「÷ 3
4 」を「× 4

3 」としている。 

※詳しくは比較検討の流れ参照 

（４）面積図を基に答えの正しさを視覚的に確か

める。 

 
〇 自力解決できるように個別に支援す

る。 
 
 
 
〇 共通点を見つけやすいように解決方法

にラインを入れる。 
□ 「÷ 3

4 」を「× 4
3 」として計算している

ことに気付く。 
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ま
と
め
る 

４  みんなで納得のいくまとめをし，本時学習を

振り返る。 

（１）追体験活動を行う。（問題 3
8 ÷ 6

7 ） 

（２）追体験活動の結果を基に統合する。 

（３）個人のまとめ後，集団でまとめをする。 

まとめ 

分数÷分数は，わる数の分母と分子を入れかえ

てかけ算をすればかんたんに求めることができ

る。𝒷𝒷
𝒶𝒶 ÷ 𝒹𝒹

𝒸𝒸 = 𝒷𝒷×𝒸𝒸
𝒷𝒷×𝒹𝒹 

（４）本時学習を振り返る。 

 
 
〇 個人のまとめが書けるように書く時間

をとる。 
□ 本時のまとめを書くことができる。 
 

 

９ 比較検討の流れ（統合型） 

Ｂ１：わり算のきまり 
2
5

÷ 3
4
 

= �2
5

× 4� ÷ �3
4

× 4� 

= 2×4
5

÷ 3 

= 2×4
5×3

 

 

Ｂ２：わり算のきまり 
2
5

÷ 3
4
 

= �2
5

× 20� ÷ �3
4

× 20� 

= (2 × 4) ÷ (3 × 5) 
= 2×4

3×5
 

= 2×4
5×3

 

 

Ｃ：４をかけて４でわる 
2
5

÷ 3
4
 

= 2
5

÷ �3
4

× 4 ÷ 4� 

= 2
5

÷ (3 ÷ 4) 

= 2
5

÷ 3 × 4 

= 2
5×3

× 4 

= 2×4
5×3 

Ｄ：ａ÷ｂ = ａ

ｂ
 

2
5

÷ 3
4
 

= 2
5

÷ (3 ÷ 4) 

= 2
5

÷ 3 × 4 

= 2
5×3

× 4 

= 2×4
5×3

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2
5

÷ 3 × 4=2×4
5×3

 

Ａ：単位分数の考え（数直線から） 

 

 

 

 

 

共通点 「÷ 3
4」が「× 4

3」になっている。 

3
8

÷ 6
7
 

= �3
8

× 7� ÷ �6
7

× 7� 

= �3
8

× 7� ÷ 6 

= 3×7
8

÷ 6 

= 3×7
8×6

 

Ｂ１：わり算のきまり 
3
8

÷ 6
7
 

= �3
8

× 56� ÷ �6
7

× 56� 

= (3 × 7) ÷ (6 × 8) 
= 3×7

6×8
 

= 3×7
8×6

 

Ｂ２：わり算のきまり 

追体験活動 問題（3
8 ÷ 6

7） 

分数÷分数の計算は，わる数の分母と分子を入れかえてかけ算をすれば，簡単に求められる。 


